
結びあう一つのことば”やあ“おはよう

新春牧水カルタ大会
　新春恒例の牧水カルタ大会が1月5日中央公民館で

開催されました．

　当日は各学校から、小学校30チーム150名と中学校

12チーム60名が参加し、熱戦がくりひろげられました

　〈団　体〉

　小学校の部　　　　　　　　中学校の部

優　勝　福瀬小Aチーム　　慶　勝　坪谷中Aチーム

2　位　寺迫小Aチーム　　2　位　東郷中Bチーム

3位東郷小Aチーム　3位東郷中Aチーム
　〈個　入〉

　小学生の部　　　　　　　中学生の部
優勝　崎永英子（福小）　優勝　寺原　君保（東中ン

2位　鶴田康子（〃シ　2位　白江留美子（〃ン
3位　石田　愛「寺小）　3位　若杉　健司（〃ノ
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　　　　冬の朝日のけぶれる峡に
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協
力
で
築
く
楽
し
い
家
庭

　
暮
れ
も
せ
ま
っ
た
↓
二
月
二
十
五
日

に
東
郷
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

か
開
催
き
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
町
民
会
議
は
、
町
内
の
各
種
団

体
役
員
て
結
成
さ
れ
、
当
日
は
八
十
余

各
の
入
会
議
で
し
た
。

　
最
近
の
青
少
年
を
取
，
ま
く
環
境
は

青
少
年
の
健
全
な
成
長
の
た
め
こ
必
ず

し
ヌ
。
良
い
状
態
て
は
あ
う
ま
せ
ん
。

　
青
少
年
の
非
行
や
不
良
行
為
よ
、
年

々
増
加
し
て
わ
，
、
こ
の
ま
ま
て
ま
ま

こ
と
こ
心
配
す
へ
き
伏
況
て
す
。

　
本
町
こ
わ
い
て
も
、
青
少
年
こ
よ
る

暴
走
行
為
や
、
ノ
ノ
ナ
…
乱
用
な
ど
の

問
題
事
例
が
発
生
し
て
お
う
、
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
こ
対
す
る
悪
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す

　
青
少
年
の
非
行
の
傾
向
は
、
低
年
令

化
、
粗
暴
化
、
遊
ひ
型
非
行
の
増
加
な

と
が
め
た
っ
て
お
り
、
本
町
内
て
は
、

校
区
の
通
学
路
付
近
て
ノ
ノ
ナ
ー
吸
引

の
跡
が
、
し
ば
し
ま
見
つ
が
っ
て
お
，

ま
す
。

　
お
互
い
に
わ
か
子
の
健
全
な
成
長
こ

し
つ
か
う
と
眼
を
♪
、
」
け
て
い
た
ψ
モ
、

明
る
い
東
郷
町
つ
く
う
に
、
い
っ
そ
つ

の
こ
努
力
を
お
願
h
い
た
し
ま
す
。

見
直
そ
う
家
庭
の
し
つ
け

（
！
　
親
か
ま
す
や
っ
て
み
せ
よ
り

（
　
父
と
母
の
し
つ
ナ
乃
ま
一
致
こ
せ

π④⑤　
子
供
ま
親
ご
似
て
い
ま
す
。

見
る
と
親
か
映
っ
て
見
ズ
ま
す
。
子
偉

こ
と
っ
て
最
大
の
環
境
は
親
て
あ
る
こ

と
と
い
っ
こ
と
を
も
つ
一
度
ハ
リ
カ
メ

っ
て
見
ま
し
よ
つ
。

◎④（Σ②↑τ⑤T3σ↑

よ
っ
か
ま
ん
す
る
こ
と
を
言
々
よ
っ

家
の
仕
事
を
分
担
き
せ
よ
っ

社
会
の
毛
ま
，
を
寸
る
こ
と
冷
教

兄
よ
つ

親
子
の
対
晒
を
も
つ
と
す
す
め
美

レ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
を

好
　
き
　
な
　
父

仕
事
こ
封
・
）
込
も
父
か
好
き

理
解
あ
る
父
か
好
ぎ

陽
気
な
父
か
好
｝

天
胆
て
決
断
の
て
き
る
父
か
好
を

正
義
感
の
強
、
男
ら
し
、
父
か
好

蓬希
望
持
つ
父
か
勧
を

好
　
き
　
な
　
母

や
き
し
、
母
か
好
モ

明
る
、
陽
気
な
母
か
好
｝

し
つ
つ
）
し
た
母
か
好
｝

信
仰
の
厚
、
母
か
好
｝

健
康
な
母
か
妃
｝

玉
’
の
人
工
親
切
な
ほ
か
始
、
’

〔
、

、
～

1つ〔
3

T
㌔〔

4

（
6

τ～、
－

（丁写7ρ
～

τ

こ
ま
ご
ま
し
た
心
配
，
を
す
る
母

か
好
》
、
化
を
か
き
る
よ
つ
な
豊
か
な
母
か

好
｝
、ド
タ
を
持
つ
母
か
好
き

き
ら
い
な
父

陰
気
て
く
よ
（
よ
す
る
父
か
ふ
つ

、身
勝
手
㍉
父
か
｝
）

く
こ
、
父
か
望
）
、

久
々
こ
μ
事
冷
変
メ
る
父
か
モ
2

、乱
暴
な
父
か
｝
～

酒
を
飲
み
す
を
る
父
か
’
，
、

家
の
中
て
威
泥
八
っ
て
外
て
ヘ
コ
ヘ

コ
す
る
父
か
㌧
、
ろ
、

7一

謫
|
れ
の
父
か
｝
ら
、

き
ら
い
な
母

約
束
を
守
ら
噸
母
カ
ノ
）
、

く
と
く
と
、
つ
厚
か
｝
ら
、

お
全
の
二
と
よ
つ
，
、
つ
母
か
」

♪
　
、

入
の
西
口
冷
、
つ
母
か
ぜ
・
ろ
、

気
分
の
変
る
母
か
モ
～
、

見
禾
や
外
聞
ま
？
一
気
こ
す
る
母

エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

カ
き
ら

R
装
や
化
粧
を
気
こ
し
過
》
♪
ノ

魁
関
疋
な
母
か
｝
フ

タ
の
鮭
、
母
か
》
・
）

く
入
く
玉
L
配
す
9
三
王
㌧
　
，

◎〔
ε

へ
・
」

「
●
〕

∂へ
色

●
〕

の
’

司
」●

）

一

子
供
の
ほ
め
方
五
ケ
条

自
』
を
；
ノ
ノ
て
ミ
刃
転
つ

発
奮
す
る
二
つ
ま
み
よ
つ

結
果
’
、
ま
”
す
二
動
機
て
午
争
卸

よ
つ
親
の
葺
合
♪
、
て
ま
ヵ
る
こ
～
p

や
め
あ
っ

、
、
加
減
な
ま
み
乃
圭
ゐ
カ
よ
つ

子
供
の
し
か
り
方
五
ケ
襲

う峨臨

戚
L
情
や
刊
F
て
叱
9
こ
と
二
ゐ
刀

L
（
つ

人
前
て
叱
る
二
と
ま
み
刀
、
つ

他
人
を
引
玉
、
、
合
、
二
出
し
て
叱
る

こ
と
ま
や
聖
上
つ

過
去
4
9
こ
と
・
ど
洗
　
・
て
て
叱
る

こ
と
ま
や
め
し
、
2

琶
、
と
悟
｛
・
て
、
る
の
こ
、
つ
ま

て
も
叱
る
こ
と
ま
み
カ
よ
♪

国

許，
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新
春
ス
　
ボ
ー
ツ
大
A
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
野
内
公
民
館

　
迫
劉
内
公
民
蝕
て
ま
、
一
月
二
日
こ
第
一
回
新
春
ス
山
ー
ノ
人
会
を
開
催
し
玄
し

」
　
午
剛
九
時
、
迫
野
内
公
民
館
庭
こ
わ
h
て
、
各
組
合
伏
表
の
選
手
団
か
集
合
し

開
会
行
妻
か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
輝
夫
公
民
館
長
の
開
会
の
あ
、
Φ
・
・
つ
こ
続

て
来
賓
あ
、
き
つ
、
引
続
を
池
田
平
美
君
の
力
強
の
選
手
官
誓
て
競
技
か
開
会
き
れ

ま
し
弛
。

　
午
、
削
十
時
、
木
村
町
長
ブ
タ
！
タ
ー

の
号
砲
こ
よ
，
、
第
一
区
走
者
が
ス
タ

ー
ト
。
公
民
館
を
出
発
し
た
各
チ
ー
ム

ま
、
地
内
、
鹿
瀬
、
川
原
を
折
返
し
、

再
ひ
公
民
館
前
を
通
っ
て
東
下
、
西
谷

的
場
て
折
返
し
公
民
館
ま
て
の
十
八
・

五
キ
・
メ
ー
ト
レ
（
十
五
区
）
’
甲
完
走

し
ま
し
♪
。

　
域
績
ま
伏
の
通
〕
て
す
。

叫
位

二
位

三
位

五四
位位

鹿
瀬
チ
ー
ム

　
　
一
時
間
1
4
分
5
5
秒

地
内
チ
ー
（

　
　
1
時
間
1
5
分
5
秒

西
谷
チ
ー
ム

　
　
一
時
間
1
6
分
1
5
秒

東
ト
チ
ー
ム

東
下
チ
ー
（

人
と
人
と
の
連
帯
感

迫
野
内

　
「
や
あ
、
わ
ま
よ
つ
。
明
ナ
ま
し
て

わ
ン
て
と
っ
こ
さ
い
ま
す
。
」
そ
ん
な

言
葉
の
飛
び
か
つ
晴
れ
わ
た
つ
九
正
月

一
日
の
朝
の
こ
と
て
す
。
追
野
内
区
て

人
つ
く
一
運
動
の
一
つ
と
し
て
組
合
対

抗
の
駅
伝
大
会
h
ひ
ご
ヶ
！
ト
ナ
ー
ル

大
会
か
行
な
わ
れ
た
。

　
午
前
九
時
の
集
合
時
間
こ
ま
、
選
手

や
』
援
者
ま
も
と
よ
，
、
わ
茶
や
せ
ん

占
、
・
い
等
を
サ
ー
ヒ
ス
す
る
婦
人
会
、
交

差
占
こ
立
つ
た
）
、
安
全
こ
気
を
配
る

消
防
団
、
他
二
町
長
を
ま
し
め
多
数
の

舛

田

禺

来
賓
の
方
々
、
他
錨
区
の
区
長
き
ん
達

ま
て
か
け
つ
ナ
て
わ
，
、
そ
れ
ま
十
一

月
恒
例
の
祭
）
以
上
の
人
出
て
し
た
。

　
開
会
式
の
後
、
ま
す
駅
伝
ま
、
小
学

生
か
ら
五
十
聖
代
こ
至
る
ま
て
、
男
女

そ
れ
汐
れ
年
代
こ
合
わ
せ
て
五
百
　
か

ら
二
千
五
百
　
の
十
五
区
間
、
全
長
約

十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
地
区
の
町
道
。

県
道
を
く
ま
な
く
走
る
の
て
あ
る
。
そ

し
て
、
公
民
館
こ
行
か
な
か
っ
た
人
達

ま
、
沿
道
こ
出
て
手
を
振
う
、
又
「
頑

張
れ
～
、
」
と
拍
手
を
す
る
。
ま
き
こ

沿
還
ま
円
援
　
色
て
あ
っ
♪
。
お
’
♪

く
一
の
日
よ
？
一
よ
、
コ
㌘
ノ
二
入
’

て
、
｝
人
；
、
な
つ
つ
ナ
♪
　
♪
）

　
又
、
↑
一
　
一
　
ゾ
人
会
こ
お
　
て

9
。
、
老
人
の
フ
↓
ー
ノ
と
し
て
盛
ん
’

カ
、
こ
れ
を
日
頃
や
つ
て
、
な
、
申
止

代
が
っ
若
者
も
参
加
し
た
。
み
つ
ナ
ニ

と
も
な
、
人
か
多
く
、
老
人
達
か
h
す

み
て
教
凡
る
一
身
も
て
て
く
る

　
し
か
し
、
こ
れ
て
わ
カ
う
な
か
つ
ノ

テ
！
i
ず
ー
レ
の
レ
ー
し
も
見
て
、
’

入
達
ま
’
、
七
、
て
あ
る
こ
せ
よ
分
つ

つ
面
こ
足
、
な
h
　
こ
っ
し
て
汗
す
｝

こ
ま
閉
会
と
な
一
、
婦
人
会
の
出
し
て

く
れ
た
八
二
｝
・
、
、
を
す
す
〕
な
か
ら
反

二
会
、
そ
し
て
各
組
合
こ
帰
っ
て
、
集

会
場
や
組
合
叔
ご
〆
宅
の
旺
て
の
新
年

会
丈
ま
反
省
会
と
し
て
、
　
の
日
ま
、

‡
、
よ
D
、
よ
つ
一
の
太
陽
か
西
の
山
ご

し
す
．
、
」
頃
ま
て
・
臥
む
こ
と
か
出
来
♪
の

て
ま
な
、
て
し
ょ
つ
？
．

　
マ
賦
後
こ
、
二
の
＼
会
こ
　
て
競

合
）
こ
と
」
入
切
て
す
カ
、
区
民
う
　

の
駈
伏
二
あ
　
て
一
人
一
人
う
、
　
）
す

で
て
　
く
人
こ
人
と
の
つ
な
カ
ー
、
つ

ま
一
三
の
上
借
峨
」
カ
あ
っ
て
こ
多
、
人

　
　
明
る
く
・
楽
し
い
地
区
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
量
指
導
員

　
一
月
日
、
仕
月
気
分
も
そ
こ
そ
こ

こ
迫
勤
内
地
区
て
ま
、
第
↓
回
の
組
合

嫁
抗
駅
伝
大
会
と
ヶ
－
－
一
ー
レ
人
会

を
催
し
ま
し
セ
。

　
｛
駅
伝
大
会
ま
、
生
産
組
△
［
こ
と
こ
チ

ー
ム
を
編
成
し
（
「
チ
ー
ム
ー
5
名
）
、

小
∫
［
年
生
か
っ
五
十
才
伏
ま
’
、
て
区

内
を
「
円
し
ま
し
♪
　
小
・
中
了
生
三

日
頃
の
運
動
力
争
十
分
発
着
し
て
　
ま

し
た
か
、
高
校
片
う
っ
二
十
才
伏
の
若

者
こ
少
し
運
動
不
足
と
根
性
不
足
か
あ

っ
ナ
実
2
て
す
　
そ
れ
こ
比
＼
て
、
一
ゴ

i
才
り
上
の
人
達
か
、
思
、
の
外
唄
張

）
ウ
見
せ
て
健
脚
を
競
一
・
て
、
」
よ
っ

て
す
，
邑
手
の
唄
張
，
二
思
b
す
元
一

出
す
b
援
者
も
あ
，
、
な
か
な
が
・
い
あ

る
駅
『
人
会
’
つ
’
と
思
p
ま
す
。

　
一
力
、
テ
ー
上
ー
レ
大
会
ま
、
迫

野
内
公
民
館
の
庭
て
、
老
人
ノ
ラ
フ
が
　
　
　
　
　
　
ρ

ろ
＝
名
、
未
経
験
者
（
一
般
）
か
つ
四

名
の
ヒ
名
を
　
チ
ー
ム
と
し
て
、
ゐ
ま

）
組
合
対
抗
て
す

　
お
仕
打
が
っ
の
手
ま
こ
｝
を
受
ナ
、

　
生
懸
命
頑
撮
る
禾
経
験
者
も
、
思
つ

よ
つ
こ
ト
カ
れ
す
大
奮
悶
て
し
・

　
和
気
あ
、
あ
、
の
中
て
終
了
し
九
大

会
も
、
最
後
ご
婦
人
会
か
っ
出
さ
れ
’

暖
か
、
、
せ
ん
占
、
冷
す
す
，
な
か
っ
、

こ生皿　つ
上つ吸各（
　し二組）

回忌鶉
　鉦，未う、
　”了ザ出
　又一＿未
　、　一　　 一
　　し　　　 つ

　末’二〆
　年．’1忌

　この／
　つ一子ノ＼気

　｝躰・計
　ナ　　　ぞ
　　μ　帽

池
　
　
田
　
　
健
　
　
　
．

す
か
す
カ
し
、
笑
声
こ
つ
つ
ま
れ
て

ま
し
♪
。

　
聞
く
と
こ
♪
、
夜
中
三
コ
・
ス
ー
雨

習
し
ナ
石
、
二
身
わ
敦
ヌ
ナ
あ
こ
、
子

μ
達
冷
紳
習
き
せ
｝
組
台
力
あ
る
な
こ

そ
れ
｝
〆
れ
こ
こ
の
入
会
こ
弄
す
て
努
力

を
し
て
、
」
未
っ
て
し
♪
．

　
こ
の
人
会
｝
通
し
て
、
任
氏
》
趨
ス

議
嗣
地
区
民
全
俸
の
い
の
父
諏
》
≠
下
る

の
こ
没
、
ニ
ノ
七
と
域
L
　
ま
し
」

　
こ
れ
か
つ
も
千
百
あ
る
」
と
こ
、
こ

の
し
玉
つ
な
行
事
》
つ
，
ノ
て
、
ご
ノ
ご

親
睦
を
床
”
、
明
る
く
、
臥
し
、
地
区

つ
く
一
を
刀
こ
し
て
行
・
～
、
と
思
、

ま
す

　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
，
耀

齢

V

岬ド

脚
　
　
帆



（4）
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税
誘泰

ξれ一

曹∵1」i｝ま

｝く三ヨ∫三三

わ

　
二
月
ひ
ら
三
月
▼
一
か
．
，
て
「
駒
県
民
税
の
申
告
」
　
「
所
得
税
の
碓
定
申
告
」
な
と

か
実
施
ン
・
・
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
申
告
洩
れ
な
こ
の
な
い
よ
う
二
注
セ
し
て
い
た
セ
く

た
み
、
今
月
号
は
申
告
を
中
心
に
特
集
し
ま
し
た
。

出
町
・
県
民
税
の
申
告

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な

）
ま
し
た
．
、
所
得
税
の
確
定
申
隻
と
同

㌧
よ
う
二
町
県
民
税
の
申
告
も
そ
の
年

の
三
月
十
五
日
ま
て
に
済
ま
せ
る
こ
と

に
な
つ
戸
、
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月

一
日
現
在
、
本
町
に
町
所
を
有
す
る
人

か
前
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
す
る

こ
と
て
な
う
ま
す
の
て
、
今
年
申
告
す

る
所
得
は
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日

か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
て
の
間

二
得
た
全
て
の
所
得
と
い
う
こ
と
に
な

う
ま
す
⊃

　
申
告
の
要
領
ま
例
年
の
よ
う
Ψ
一
、
別

表
日
程
表
の
と
お
う
各
地
区
こ
と
に
職

員
か
出
張
し
て
串
告
者
と
面
接
し
申
告

三
日
の
’
父
け
、
，
こ
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．
そ
こ
げ
、
申
告
の
際
に
必
要
な

ご
》
一
や
、
　
申
遜
口
毛
日
に
∫
C
付
｝
し
へ
犠
け
れ
朗
ゆ

な
ら
な
い
も
の
を
準
備
し
て
お
い
て
い

た
セ
く
と
、
申
告
も
簡
単
に
折
み
ま
す

の
て
、
久
に
揚
げ
る
も
の
を
準
備
し
て

h
た
セ
く
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
税
の
予
定
納
税
者
や
、

所
得
税
の
慎
重
申
告
の
予
定
日
煮
て
税

房
署
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
方
は
、
各
地

区
て
の
膚
付
サ
か
困
難
て
す
の
て
、
必

ず
定
め
ら
れ
た
日
時
、
場
所
に
お
い
’
、

申
告
し
て
・
♪
」
．
へ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
申
告
に
つ
い
て
、
わ

か
〕
に
く
い
こ
と
や
、
特
に
詳
し
く
知

一
，
ハ
」
い
㌧
二
手
ゆ
、
　
処
区
但
吻
税
田
切
課
固
一
開
H
h
、
ム
ロ

わ
せ
て
く
あ
～
、
以
．

準
備
す
る
書
類
等

∴臥

鞄
ｾ
金
の
副
算
書

　
ω
給
与
所
得
者
は
剛
結
徴
収
票

　
ω
営
業
所
得
者
は
仕
入
や
売
上
金
、

　
経
費
な
と
の
計
算
書
、
領
収
書

　
㈲
日
稼
所
得
者
は
就
労
星
取
帳
又
は

　
冒
傭
主
の
賃
金
支
払
証
明
書

　
ω
土
地
や
山
林
な
こ
の
譲
渡
所
得
の

　
あ
る
人
は
売
買
契
約
苔
な
二

　
働
そ
の
ほ
．
か
所
得
金
の
討
獅
の
て
｝
、
・

　
　
る
資
料

∴
・
各
種
控
除
金
の
副
算
書

　
ω
生
命
保
険
料
の
払
込
証
明
書
（
郵

　
　
便
局
、
捜
協
、
各
保
険
会
歪
な
こ

　
　
の
発
行
す
る
も
の
）

　
ω
小
規
模
企
業
共
面
掛
全
ム
込
読
明

　
　
書

　
㈲
医
療
費
支
払
二
尊
階

ω
身
体
障
書
士
手
帳
、
障
害
者
手
帳

　
を
窮
す
て
い
な
い
「
ね
た
溝
、
霞
）
老

　
人
」
な
と
は
民
生
委
員
の
証
明
書

㈲
扶
養
親
族
に
大
学
生
が
い
る
場
合

　
は
、
五
十
六
年
中
に
在
学
し
て
い

　
た
こ
と
の
証
明
書
（
給
与
所
得
者

　
な
と
源
泉
微
収
で
す
て
に
認
め
ら

　
れ
て
い
る
場
合
は
不
用
）

㈹
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

匪
所
得
税
、
贈
与
税

の
申
告
始
る

　
昭
和
六
十
六
年
分
の
贈
’
与
税
の
申
亙
口

と
納
税
は
二
月
一
日
か
ら
、
所
得
税
の

確
走
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
一
ス
付
か
始
》
ま
す
．
二
の
申

告
と
納
税
の
期
限
ま
、
ン
ジ
）
う
も
三
月

十
五
日
置
な
っ
て
い
ま
す
．

　
贈
与
税
エ
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

一・

ｽ
と
｝
、
・
に
か
か
る
税
金
て
す
。
辟
年

　
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
4
9
合
計
頷
か

六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
税
務
署

に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
隔
れ
ま
な
う

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
所
得
税
よ
、
個
人
か
一
月
一

日
か
ろ
ト
ニ
月
三
十
一
日
ま
て
の
一
年

間
に
得
た
所
得
Ψ
一
か
か
る
税
金
て
す
。

　
例
え
ま
、
－
商
売
を
し
て
い
る
人
や

家
賃
、
地
代
の
収
入
の
あ
る
人
、
土
地

を
売
っ
た
人
な
と
て
所
得
の
合
計
額
か

配
偶
者
控
除
や
扶
養
枠
除
な
こ
の
所
得

枠
除
の
合
一
額
よ
り
多
い
人
、
〔
・
三
プ

リ
ー
マ
ノ
て
給
与
以
外
の
所
得
が
、
一
十

万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与
の
年
収
か

一
丁
万
円
を
超
え
る
な
こ
＝
疋
の
要
〔

に
当
て
ま
ま
る
入
は
、
所
得
税
の
確
定

主な所得控除一覧表

P鬼才写チ牢陽こ））種類

基　礎　控　除

配偶者控除
老人配偶者控除

扶養控除

　　　所　　得

　　29万円

　　29万円

　　35万円

1人　29万円

税

老人扶養控除1入55乃円（同居していな’・老人）

聾》離1人4・別（曝実宮況としてい

障害者替除
特別障害者控除

老年者搾除
寡婦　控　除

寡　夫枠　除
勤’力学生搾除

社会保険料控除

生命保険料控除

損害保険料控除

医療費枠除

1人　23万円

1入　31万円

　　　23万円

　　　23万円

　　　23万円

　　　23万円

　　　支払額の全額

（最高）5万円

（短期最高）　5干円

（長期最高）1万5千円

（皇院三局限度）1万5千円

（最短　200万円

町県民税
　22万円

　22万円

22万円

22万円

23万「丁］

26万円

　21万円

　23万円

　21万円

　21万円

　21万円

　21万円

支払額の全額

（最高3万5千円）

（最高200万円）

申
告
か
必
要
に
な
〕
ま
す
。

　
申
告
書
は
正
し
く
記
入
し
て
早
め
に

提
出
し
ま
し
よ
う
。

　
所
得
税
、
贈
与
税
の
目
算
の
佳
力
や

申
告
書
の
君
㌧
、
方
な
こ
て
、
分
か
ら
な

∵
］
い
や
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
h
二
と

が
あ
う
ま
し
た
ら
、
延
岡
税
務
署
か
税

務
相
談
5
宮
崎
分
室
に
お
気
軽
に
お
た

す
ね
く
た
斗
・
へ
。

　
税
務
署
て
は
、
申
告
期
間
中
、
h
つ

て
も
御
相
揺
曳
応
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
税
務
署
の
ほ
か
に
も
、
市
町

村
の
役
場
や
税
理
士
会
て
も
、
柵
料
’
、

杷
旧
k
吠
’
甲
｝
正
又
仕
博
一
r
」
い
士
伍
山
ヲ
。
　
比
肩
占
ご
♪
几
・
の

御
都
合
に
合
せ
て
御
利
用
く
お
～
・
、
・
．

壷
青
色
申
告
の
お
勧
め

　
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
ヨ
五
日
ま
’
、

は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。

　
と
こ
ろ
て
、
所
得
税
の
申
告
に
、

青
色
申
告
L
制
度
が
あ
る
の
を
こ
存
㌧

て
し
ょ
う
か
。
事
業
所
得
、
不
動
暉
所

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
方
が
、
毎
日

の
取
引
も
帳
簿
を
付
げ
、
そ
の
帳
簿
二

基
づ
い
て
申
告
す
る
と
、
所
得
ぐ
税
粕

の
計
算
な
と
て
、
い
ろ
い
ろ
な
特
典
を

支
け
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
青
色
申
告
を
す
る
と
、
家
族

従
業
員
（
青
色
事
業
専
従
者
）
に
給
与

町報とうこう
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を
支
給
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
か

必
要
経
買
に
算
入
き
れ
ま
す
。
ま
た
、

青
色
申
告
控
除
と
し
て
、
十
万
円
を
所

得
か
ら
差
引
く
こ
と
も
て
き
ま
す
し
、

亦
宰
↓
の
と
さ
、
、
に
は
、
　
ゆ
て
の
轟
亦
字
額
を
三

年
間
繰
越
す
こ
と
も
て
き
ま
す
。
そ
の

池
、
青
色
申
告
に
は
、
種
々
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
青
色
申
告
は
、
税
金
の
三
王

ず
て
な
く
、
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
て
経

営
の
合
理
化
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
喜

は
れ
て
い
ま
す
。
ま
セ
青
色
申
告
を
利

用
き
れ
て
な
い
方
ピ
、
、
孫
走
申
告
の
こ

の
時
期
に
青
色
申
告
を
始
め
ら
れ
る
方

は
、
三
月
十
五
日
ま
て
に
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て

く
セ
さ
い
．

　
詳
し
い
こ
と
は
、
延
岡
税
務
署
又
ほ

税
務
相
談
宮
崎
分
室
こ
お
た
す
ね
く
セ

き
い
。

δ

「猫
le乏ノ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
確
定
申
告
を
す
る
と

税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　
　
雑
損
控
除
　
　
災
害
勘
盗
難
に
遭

h
、
佳
宅
や
家
財
に
損
害
を
妥
ナ
、
そ

の
損
害
額
が
ヰ
間
所
得
の
「
↑
％
を
超

え
セ
と
｝
．
、
、
そ
の
超
え
た
金
額
か
所
得

金
組
か
ら
控
除
逼
・
㌧
れ
ま
す
．

　
へ
．
あ
、
雑
損
搾
除
の
対
象
と
な
る
預

古
額
の
な
ひ
に
は
、
阻
害
に
直
接
関
埋

し
一
㌔
支
出
し
た
費
用
（
猿
三
関
運
支
出

　
　
例
え
ば
蒙
雪
か
ら
家
を
守
る
た
刀

二
雪
お
り
し
を
し
た
費
用
1
－
）
か
、

含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
災
害
関
埋
受
出
に

つ
h
て
よ
、
原
則
と
し
て
五
刀
円
を
超

え
る
部
分
の
金
額
か
所
得
令
頷
か
ら
搾

除
さ
れ
ま
す
．
．

　
　
医
療
費
控
除
　
　
本
人
や
家
放
の

力
か
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
そ
の
た
み

に
支
払
〔
・
た
医
療
費
が
五
万
円
ま
た
ぽ

年
間
所
得
の
五
％
の
と
ち
ら
か
低
い
力

の
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
部

分
の
金
湘
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
き
れ

ま
す
．
医
療
費
控
除
の
最
尚
限
唆
頷
、
あ

二
百
万
円
て
す
。
た
セ
し
、
保
険
な
こ

て
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
ほ
除
｝
、
・
ま
す
。

　
　
住
宅
販
得
控
除
　
　
マ
イ
よ
、
ー
ム

を
新
築
し
た
り
、
贈
入
し
た
場
合
、
　
「

疋
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
定
額
搾

除
と
し
て
　
万
七
T
円
か
所
得
税
額
か

ら
搾
除
き
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
定
額
柊
除
を
一
鴇
る
こ
と
の

’
、
｝
、
－
る
人
か
、
民
周
金
融
機
関
等
か
ろ

返
済
期
間
十
任
以
一
の
住
｛
ロ
ー
ノ
の

融
資
ψ
を
長
P
一
一
、
い
・
Q
場
ム
ロ
、
　
「
任
間
の

生
船
額
に
応
し
て
最
高
三
万
円
か
所
得

税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
取
得
控
除
は
、
居
σ
し
た
年
か

ら
三
年
聞
に
わ
た
り
受
ナ
ら
れ
ま
す
か

居
住
し
た
最
初
の
ヰ
に
確
定
申
告
を
す

れ
ば
、
二
年
目
、
三
年
目
は
年
末
調
整

て
控
除
か
要
ナ
ら
れ
ま
す
。

町県民税申告面接日程表昭和57年度◆

所場間時日月口合組当該別区

早福日
日

9．50～15．002月16日

市谷原集会所

仲深公民館

羽坂生活改善センター

〃

〃

9，00～1500

9．30～150C

〃八重原〃

町中央公民蝕

〃
　
　
〃

9．CG～15　CO

〃

17

@
1
8
　
1
9
　
2
2
　
2
2
　
2
3

石原、本村、赤井笠、上野原

市谷川崎、瀬平、仲崎
多武ノ木、市谷原

区　　全　　域

谷

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
〃

一
深
坂
一
野

9CO～11．00

迫野内公民館9　30～15．00

〃
　
　
　
〃

仲野原930～12．00

　　　24～26

　　　27

5月1日

　　　2

国税（所得税ノ関係者

原
　
田
　
　
域

　
　
　
一

重
一
野
一

呑内

内野

坪
仲
羽
田
八
小
町
三

島野原、出口

頼930～1500

広瀬生眉改善セノター9．30～12．00

鶴野内公民飯

庭田　　〃

寺迫集会所

児洗公民蝕

9．50～1500

〃

〃

9．30　　11．00

3
　
　
4
　
　
5
　
　
Q
u
　
　
Q
！

上村、ド村、巳川

うとぎ、　日田尾、広、四

顧陥1

域全区

雲表生活改きセノター1500～1500

F渡∫H2鳶民食｝；10　00～11．00

10

@
1
0
　
1
1

古牟田、庭田、長崎

寺迫、山之［、洛鹿、中尾

児洗、一松露

中蛾喬肖療

［x　　全　　域

内
　
　
迫

野副
　
　
寺

引越

川渡下
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交通事故と健康保険

0

∂
P

治療費は
　　加害者が払うもの
「第三者の行為による傷病届」を

　　　　　　　　すぐに出しましょう

　
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
、

入
院
し
て
治
療
費
を
支
払
う
場
合
、

健
康
保
険
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
え

ば
よ
い
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　
健
康
保
険
は
、
本
来
、
被
保
険
者

や
家
族
の
方
々
が
業
務
外
で
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
保
険
給
付
が
行

わ
れ
る
も
の
で
、
交
通
事
故
で
負
傷

し
た
と
き
で
も
、
も
ち
ろ
ん
使
え
ま

す
。　
し
か
し
、
交
通
碁
故
の
場
合
、
負

傷
に
か
か
る
治
療
費
や
休
業
補
償
、

慰
謝
料
な
ど
は
、
加
害
者
が
補
償
す

る
の
が
原
則
で
す
。
で
す
か
ら
、
被

害
者
側
が
自
分
の
健
康
保
険
で
支
払

っ
た
治
療
費
は
、
本
来
、
加
害
者
が

支
払
う
べ
き
費
用
な
の
で
す
。
も
し
、

そ
の
ま
ま
被
害
者
の
健
康
保
険
で
治

療
費
が
支
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
、
健
康
保
険
加
入
者
の
方
々
か
ら

集
め
ら
れ
た
貴
重
な
財
源
が
無
駄
に

使
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
出
費
は
、
健
康
保
険
の
損

失
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
健
康
保
険

の
損
失
を
補
う
た
め
、
社
会
保
険
事

務
所
が
加
害
者
に
対
し
て
、
保
険
給

付
を
行
っ
た
額
の
限
度
で
賠
償
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
家
族
に
関
す
る
保
険
給
付
の
場
合

　
文
化
遺
産
の
旅
　
・
1
3
・

　
・
．
．
．
城

▽
西
城
趾

　
東
郷
町
山
二
筋
野
内
の
小
高
い
山

の
頂
に
在
る
．
．

　
山
陰
城
主
米
良
喜
内
が
居
城
と
し

て
築
城
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
陰
域

と
共
に
天
正
六
年
二
五
七
八
年
）

十
一
月
島
津
義
久
に
亡
ぼ
さ
れ
た
．
一

　
米
良
喜
内
は
大
い
に
曹
洞
宗
に
帰

依
し
て
城
の
麓
に
堂
宇
を
建
立
し
た

現
．
存
の
成
願
寺
で
あ
る
。

　
城
趾
は
全
山
自
生
の
山
つ
つ
じ
で

覆
わ
れ
開
花
の
頃
は
む
ら
人
た
ち
の

い
こ
い
の
場
と
な
る
．
．
西
城
公
園
と

呼
び
、
現
在
は
寺
有
地
に
な
r
・
て
い

る
。

も
同
様
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
交
通
事
故
な
ど
第
．
＝

者
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た
負
傷
で
健

康
保
険
を
使
っ
た
場
合
は
「
第
三
者

の
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
社
会
保

険
事
務
所
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

こ
の
傷
病
届
に
加
害
者
の
氏
名
、
住

所
お
よ
び
事
故
の
状
況
な
ど
を
明
記

し
て
、
す
ぐ
届
け
る
よ
う
に
し
て
く

ナ
　
　
　
　
　
へ
　
む

た
さ
」

　
な
お
、
詳
し
く
は
管
轄
の
社
会
保

険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（

‘

聖

牧
水
先
生
の
生
涯
　
．
諦

　
牧
水
先
生
は
「
朝
二
合
、
昼
．
二
合

晩
二
合
締
め
’
、
一
升
、
蹴
目
の
違
ふ

と
二
一
、
〕
給
う
な
、
二
．
の
液
体
の
特
買

ゼ
」
と
も
匿
い
て
い
ま
す
。

　
先
生
の
友
人
の
海
野
実
門
氏
は
次

．
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

【，

q
水
の
酒
才
は
前
段
は
朗
か
な
［
、

笑
い
L
．
口
し
で
後
段
に
進
む
と
哀
し

い
「
泣
｝
、
・
ヒ
．
目
」
と
な
一
・
た
．
、
　
、
女
．

W
こ
…
J
手
丁
－
り
レ
つ
ウ
ゆ
み
㌧
，
し
「
、
出
祉
㌧
、
－
卜
」
．
目
泣

｝
、
－
上
戸
と
そ
わ
れ
を
め
ぐ
れ
る
」
　
「

こ
は
笑
丘
八
重
y
．
、
く
ら
幾
入
の
々
の

中
に
酔
い
泣
く
男
」
と
自
ら
歌
っ
て

い
か
Q
通
，
↓
．
、
　
，
し
か
や
し
加
M
臼
側
阿
㌫
酔
つ
戸
㌦

“
エ
、
怒
り
上
目
し
に
な
っ
た
例
し
は

か
つ
’
、
な
か
’
・
た
し
と
。

　
昭
和
二
年
五
月
、
揮
毫
の
旅
に
朝

鮮
に
夫
人
［
判
で
出
か
け
ま
し
た
．
．

朝
鮮
各
地
を
巡
り
多
く
の
歌
を
泳
み

重
小
，
し
ハ
」
。

・
豪
勇
潟
き
さ
ら
げ
波
の
遠
け
れ
ば

　
鶴
お
ほ
ろ
か
に
ま
酬
、
し
這
ぶ
な
り

●
う
ち
わ
た
す
干
潟
の
（
ま
、
〃
岩
の

　
う
へ
に
與
鶴
た
て
り
浅
あ
が
る
岩

　
に
・
ま
な
か
一
、
）
に
言
え
氏
も
り
た
ぶ
と

　
け
れ
を
ち
．
が
み
申
す
衆
雪
曇
峰

　
京
域
で
は
延
岡
中
学
校
時
代
の
友

　
大
村
内
蔵
氏
を
訪
い
ま
し
た
．
．

　
大
村
氏
は
そ
．
の
著
『
鞄
の
塵
し
に

．
，
飯
が
朝
鮮
に
去
っ
て
二
十
年
、
昭

和
二
年
の
夏
牧
水
君
と
京
城
で
解
遁

し
、
喜
志
子
夫
人
も
交
え
一
、
一
夕
．
南

山
町
の
料
亭
に
語
り
明
か
し
、
酔
眼

も
う
ら
う
と
し
て
詠
じ
且
つ
揮
っ
た

讐串

ﾌ
叶
助
ヌ
つ
ム
コ
叫
ゆ
し
鼠
い
田
心
甲
円
・
の
　
一
　
つ
叫
、

あ
る
．
．

・
ふ
た
昔
ま
え
に
別
れ
し
ふ
る
里
の

　
友
と
相
見
つ
と
も
に
す
ご
や
か
に

薄
志
子
夫
人
は

・
わ
が
つ
ま
．
の
旧
｝
、
・
旋
た
ち
の
君
な

　
れ
や
一
下
瑠
り
を
聞
き
つ
っ
た
の
し

　
帰
途
延
岡
に
立
寄
り
．
、
坪
谷
の
老

母
も
諮
い
ま
し
た
．
．
坪
谷
で
は
父
の

墓
参
．
を
し
た
り
、
ま
た
な
つ
か
し
い

山
や
川
の
写
真
十
数
枚
撮
ろ
メ
．
「
ま
し

た
．
．＝
写
つ
か
し
き
城
山
の
鐘
鳴
り
い
で

貞
幼
な
か
、
ジ
し
日
長
｝
、
－
し
如
（
に
」

は
二
の
時
の
作
で
す
．
一

　
朝
鮮
旅
行
で
健
康
を
害
な
’
・
’
、
、

体
中
が
し
卵
、
）
れ
痛
む
よ
う
に
な
り
．
、

或
る
医
師
は
脚
気
と
診
断
し
他
の
医

師
は
腸
疾
患
と
診
断
し
ま
し
た
が
、

最
後
は
．
両
医
師
と
も
過
労
と
栄
養
不

良
に
よ
る
神
経
日
当
と
診
断
し
ま
し

た
。
　
先
生
は
電
気
マ
ツ
調
．
ー
ジ
を
し
た

、
ウ
．
、
温
泉
に
｝
．
　
一
、
療
養
に
つ
と
め

渉
小
や
し
あ
」
。

塩
　
月
　
，
k
　
市

一
～
亭
1
乳
1
3
コ
ー
｝
一
～
・
塵
至
｝
｝
」
」
ー
ー
｝
一
匪
葬
ー
ゼ
「
覧
ア
～
‘
～
．
～
覧
1
～
・
f
｝

　　高　｛’一
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ゆ

　　　社会人としてスタート

　1月5日、町の成人式が行なわれ、あらナニに124

名が夫人のなかま入りをしました。

　今年の該当者は、昭和36年4月2日から昭和37年

4月1日までの間に生まれた人です。

　貸入の日でなく5日に町の成人式を実施するよう

になって8年目ですが、よそに行っている人も成人

式は故郷で…と、すっかり定着した感じがします。

　お正月だからでしょうか？一生に一度だからでし

ょうか？まだまだ和服の人が多く見うけられました

　　　　　消防始式
　1月6日、町総合グラウンドで消防始式が開催き

れました。

　当日の成績は次のとおりです。

＜総合の部ン

　優　勝　　第10部（田　野）97．0点

　2位第1部（小野田）96．9点

　3　位　　第18部（鶴野内）96．8点

イ操練の部ン

　優勝　第1部（小野田）49．1点

　2位第10部（田野）49．1点

　3位第6部（越表）48．9点
く陸水競技の部ン

　優　勝　　第11部（仲　深）28．8点　45秒7

　2　位　第3部（追野内）　〃　46秒4

　3　位　　第8部（鶴野内）　〃　　47秒1

噸

一　　一
り
巨

　
　
－
昏
一

　
　
．
．
〃

　
飲
酒
運
転
絶
滅
月
間

　
酒
よ
い
運
転
が
「
発
取
消
に
な
る
と
一

言
わ
れ
て
か
ら
、
も
う
四
之
五
年
に
な

る
の
に
、
取
消
に
な
る
人
が
多
い
こ
と

に
は
驚
き
ま
す
。
取
消
し
に
な
ら
ぬ
ま
　

で
も
、
停
止
処
分
の
中
で
も
、
飲
酒
運

転
の
割
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
見

て
も
飲
酒
運
転
は
少
し
も
減
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
警
察
に
見
つ
か
ら
ず

運
が
良
か
一
・
た
と
、
言
う
者
の
数
が
多
い

だ
け
の
こ
と
で
す
。

　
三
月
中
は
、
毎
年
酒
よ
い
運
転
取
締

月
間
で
す
。
検
挙
き
れ
る
と
新
聞
に
．
記

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
酒
よ
い

運
転
は
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
き
い
．
、

　
特
に
ご
婦
人
）
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
路
面
凍
結
時
の

　
　
　
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止

　
寒
波
の
襲
来
で
路
面
が
凍
結
す
る
機

会
が
多
く
な
）
、
ス
ー
ー
・
ツ
．
フ
事
故
が
心

配
き
れ
ま
す
。
「
月
「
九
日
都
城
地
方

で
は
、
　
「
朝
に
三
五
件
の
ス
リ
ツ
．
フ
に

よ
る
事
故
が
発
生
、
「
名
が
死
亡
、
数

名
が
重
軽
傷
と
い
う
で
き
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
．
温
暖
な
地
方
で
の
凍
結
に
際

し
て
運
転
手
の
知
識
が
な
い
た
め
大
｝
、
・

な
事
故
を
起
し
て
い
る
よ
う
で
す
、
低

速
で
ゆ
っ
く
り
走
る
よ
う
に
す
る
ほ
か

m
タ
，
・
「
ヤ
は
ス
ノ
ー
タ
イ
・
マ
か
［
三
エ

　
ン
」
を
巻
く
こ
と
。
　
（
駆
動
タ
で
ヤ

　
に
取
付
け
る
）

伸
．
レ
ブ
ン
ー
キ
、
〃
忌
発
進
、
へ
心
加
速
を

．
聴
レ
藍
，
い
こ
♪
一
。

凶
流
れ
る
方
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
立
て

　
な
わ
す
こ
と
－
i
等
に
気
を
つ
汁
て

下
》
、
」
い
．
．
鑑
塚
わ
ρ
チ
エ
ン
ゆ
淋
横
ス
ベ
ビ
ノ
に

は
非
常
に
弱
い
の
と
流
れ
ゼ
す
と
半
円

が
大
㌧
・
・
く
な
，
り
ま
す
の
で
安
心
し
な
い

よ
う
細
心
の
注
意
を
は
ら
（
・
て
下
き
い

　
な
お
↓
般
の
交
通
事
故
も
か
な
り
発

生
し
て
屠
り
ま
す
．
．
正
月
の
朝
の
西
郷

村
の
死
亡
事
故
を
は
じ
め
「
月
末
ま
で

に
数
件
の
衝
突
・
追
突
・
自
損
で
岩
石

当
レ
リ
、
又
田
甫
に
転
落
と
次
り
・
と
発
．
生

し
て
い
ま
す
．
．
「
．
人
一
人
が
初
心
に
か

え
り
．
安
全
運
転
を
励
行
し
て
下
ふ
・
・
い
．
．

　
狩
猟
事
故
防
止
と

　
　
　
　
　
　
銃
弾
の
保
管

　
二
月
　
五
日
で
楽
し
い
猟
も
終
㍉
ま

す
．
、
毎
年
終
了
近
く
な
っ
て
大
㍉
、
・
な
事

故
を
起
し
て
い
ま
す
．
．
最
傍
ま
で
気
を

ゆ
ウ
O
”
八
二
与
い
よ
▼
つ
冑
一
p
し
’
、
下
壱
、
」
い
．
、

　
な
わ
終
了
し
た
時
点
で
銃
砲
の
手
入

や
・
分
解
へ
与
吋
こ
†
し
一
」
ウ
兀
A
王
ド
ト
保
瞥
口
庫
冑
一
山
朕

納
し
ま
し
よ
う
．
、
ま
た
残
’
ノ
た
火
薬
や

残
弾
に
つ
い
て
は
火
薬
庫
に
咽
括
保
冠
，
．

を
依
旧
す
る
ほ
か
自
宅
保
管
庫
に
完
全

に
格
納
し
て
下
詣
・
、
い
．
、
時
た
ま
猟
銃
等

に
よ
る
自
殺
や
他
殺
等
の
不
詳
事
故
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
残
弾
の

自
宅
保
管
が
問
題
に
な
（
・
て
い
る
よ
う

で
す
，
狩
猟
違
反
や
暴
力
事
件
に
銃
が

使
用
↓
・
、
れ
な
ど
し
た
．
場
合
、
本
人
は
勿

論
兄
弟
親
せ
｝
、
の
人
ま
で
将
来
採
可
が

ふ
、
、
れ
な
い
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で

す
。
銃
の
取
扱
に
つ
い
て
は
万
全
を
期

し
て
下
き
い
．
、
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「
お
し
ら
せ

一一…一…一

訓
練
生
募
集

一＿，，，，ノ＿＿，，，，，＿＿，，，，，＿＿，，，，，＿＿’・

　
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

職
業
の
転
換
を
必
要
と
す
る
労
働
者
に

対
し
、
新
た
な
職
業
に
必
要
な
技
能
を

習
得
き
せ
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
板
金
科
5
0
名
・
自
動
車

　
　
整
備
科
3
0
名
・
室
内
工
芸
科
1
0
名

▽
訓
練
期
間
　
　
一
か
年
（
昼
間
）

▽
入
校
日
　
　
4
月
上
旬

∵
入
学
資
格
　
中
高
年
三
者
等
の
離
転

　
　
職
者
で
あ
っ
て
、
公
共
職
業
安
定

　
　
所
長
の
入
校
指
示
を
受
け
た
も
の

▽
応
募
手
続
　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

　
　
定
所
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
諸
経
費
　
　
入
校
時
経
費
約
一
万
七

　
　
千
円
・
生
徒
会
費
（
月
額
）
五
百

　
　
円
・
寄
宿
舎
入
察
者
（
月
額
）
一

　
　
万
四
千
円
（
現
行
）

▽
修
了
時
ま
で
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
く
わ
し
く
は
職
業
安
定
所
か
宮
崎
総

合
高
等
職
業
訓
練
校
に
お
聞
い
合
わ
せ

く
ゼ
き
い
。◇

◇

◇

室目

年

祭

　
町
青
年
団
の
主
催
す
．
る
一
、
青
年
祭
し

が
二
月
二
十
一
日
に
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
開
会
行
事
の
あ
と
、
意
見
発

表
に
引
続
き
、
各
地
区
青
隼
に
よ
る
演

芸
が
ひ
ろ
う
ン
・
・
れ
ま
す
。

▽
日
　
時
　
2
月
2
1
日
（
日
）

▽
会
　
場
　
町
中
央
公
民
館

［，

E
時
　
間
　
開
会
行
事
　
1
0
時
～

　
　
　
　
　
意
見
発
．
表
　
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
各
地
区
演
芸
1
1
時
3
0
分
～

衛
生
だ
よ
り

◎
　
成
人
病
教
室

日
時
　
2
月
9
日
　
9
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

O
母
子
椙
談

日
時
2
月
2
5
日
9
時
か
ら

場
所
　
老
人
福
祉
館

重
　
一
歳
六
キ
・
月
山
健
診

　
日
時
　
2
月
2
5
日
　
雪
付
時
間

格
言
か
ら
1
4
時

場
所
　
町
立
病
院

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ノ

◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
一

月
八
日
ま
で
の
問
に
香
典
返
し
と
し
’
、

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
㍉
噛
・
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
串
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
二

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
坪
谷
の
那
須
ハ
ツ
エ
き
ん
か
ら

　
（
初
義
き
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

∵
越
畑
の
海
野
こ
め
の
山
・
、
ん
か
ろ

　
（
栄
藏
き
ん
・
6
9
歳
ご
死
去
）

7
寺
迫
の
黒
木
昭
之
き
ん
か
ら

　
（
チ
ヨ
ミ
き
ん
・
汐
市
戚
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
の
菊
池
敏
光
き
ん
か
ら

　
（
セ
ッ
き
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

∵
仲
深
の
渡
辺
　
晃
き
ん
か
ら

　
（
義
春
さ
ん
。
7
6
歳
ご
死
去
）

▽
福
長
の
田
中
秀
行
さ
ん
か
ら

　
（
二
吉
き
ん
・
8
1
歳
ご
死
去
）

「
！
迫
…
野
内
の
佐
薩
仲
キ
ス
子
き
ん
か
ら

　
（
カ
ズ
ン
・
、
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
相
談
で
き
る
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
　
第
三
火
曜
日
（
2
月
1
6
日
）

時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
后
三
時

場
　
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
毎
月
第
三
火
曜
日
を
定
例
行
政
相
談

日
と
し
て
国
県
諸
等
の
行
政
全
般
に
亘

っ
て
苦
髪
要
望
意
見
な
ど
が
あ
る
場
合

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
が
る
に
相
談
拭
き
い

東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
山
　
口
　
俊
　
一

　　　　空聾

萱　冤

2
．轟　　　叛

繋
1
1
月
一
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

岩橋山高夏福

田口．本野田良

大垣　将相和

輔子恵重目久
広信建幸廣． M

信．行．．望俊．．．美一・

福仲仲寺福小
　　　　　野
瀬深深迫瀬田

結
婚
お
め
で
と
う

氏

河黒鳥木國橋甲畝矢手長稲新甲平平黒黒岡佐坂三

　　　　　　　　　　　　　　日
野木越代井口斐原野原渡田市斐瀬瀬田田田藤口浦

父
の
名
住
所
　

信
　
一
小
野
田
…

勇純幸璽鈴誠恐綱ま時日政由一保晴幸恒恵雄美
　　　　　　　　　る　穂　　　　　　　　　　　智　　名

子吉枝夫子朗子義み男子志美男子良代仁子二代勝

都寺鶴鶴延羽迫迫坪坪小坪日小福迫田寺大鶴仲仲住
一汁瓢汁谷旙谷懲講野迫顯灘，1所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
　
陣
　
函
　
医
「
住
所
．

谷若綾黒瀬

rl杉　木口

　
　
實

ユ
　
キ

ヒ
号
エ

シ
ズ
エ

久
　
雄

63　756362　88

　
鶴
野
内

専
迫
一
鶴
野
内

一
4
－
架

面
馴

一一．・ ﾜちのうごき一一一一．

人口6，537人　（△9）1

　男　3，168人　（▲3）：

　女　3，369人　（△6）1

世帯数1，773戸（2）．

　　57年1月1日現在

　　（　　）ぱ明前月比

　　　　　　　　　　　7
ノー．一＝「．一一卿．’）N一一ぞ一．．

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
二
月
は
コ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
華
美
」
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無

駄
を
省
き
、
で
き
る
限
り
効
率
的
に
使

う
！
一
t
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
い
わ
ば
国

民
一
人
へ
）
と
り
の
知
恵
と
努
力
と
心
掛

け
に
よ
る
〃
仙
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
と

も
い
え
ま
す
。

　
「
も
う
「
歩
進
め
ま
せ
ん
か
　
冬
の

省
工
・
不
」
－
こ
の
訓
電
A
ム
に
、
い
↓
よ
「

変
暮
ら
し
の
中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
考
て
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
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